
（単位：円）

基　　金　　名 令和5年9月末現在高 増減額 令和6年3月末現在高 備　　考

　財政調整基金 6,349,487,779 △ 514,105,874 5,835,381,905

　減債基金 1,942,214,529 64,660,000 2,006,874,529

　ふるさと応援基金 423,698,390 △ 31,867,614 391,830,776

　地域振興基金 2,776,656,079 △ 104,050,000 2,672,606,079

　公共施設整備基金 4,847,838,143 △ 467,203,098 4,380,635,045

　病院統合整備基金 127,324,424 △ 7,122,231 120,202,193

　青少年国際交流育英基金 17,026,142 △ 1,751,749 15,274,393

　教育文化基金 50,708,885 △ 5,400,049 45,308,836

　地域福祉基金 753,280,432 △ 48,421,264 704,859,168

　子ども医療費助成基金 383,053,759 △ 61,812,144 321,241,615

　国民健康保険基金 678,529,872 30,044,240 708,574,112

　介護給付費準備基金 443,507,468 6,152,885 449,660,353

　農業集落排水事業基金 8,396,258 0 8,396,258

　公共下水道事業基金 2,077,752 0 2,077,752

　浄化槽整備推進事業基金 3,375,325 △ 1,478,000 1,897,325

　担い手確保育成基金 140,276,742 △ 13,471,866 126,804,876

　森林環境譲与税基金 17,211,906 11,903,094 29,115,000

　奨学金返還支援基金 75,116,600 △ 4,592,000 70,524,600

　感染症金融対策基金 5,225,877 △ 2,767,551 2,458,326

　企業誘致促進及び創業支援基金 0 570,000,000 570,000,000

積　　立　　基　　金　　計 19,045,006,362 △ 581,283,221 18,463,723,141

　一般旅券発給等事務証紙購入基金 1,200,000 0 1,200,000  うち貸付額    271,200円

　土地開発基金 570,630,126 △ 570,630,126 0  うち貸付額 　 　　　0円

　高額療養費貸付基金 5,000,000 0 5,000,000  うち貸付額     　　 0円

　肉用牛購入資金貸付基金 90,000,000 0 90,000,000  うち貸付額 34,973,064円

　乳用牛購入資金貸付基金 9,000,000 0 9,000,000  うち貸付額  6,071,098円

定　額　運　用　基　金　計 675,830,126 △ 570,630,126 105,200,000

合　　　　　　　　　　　計 19,720,836,488 △ 1,151,913,347 18,568,923,141

（単位：千円）

令和5年4月1日 ～ 令和6年3月31日

借　入　金 償　還　金

　一般会計 24,539,759 532,926 2,885,003 22,187,682

　農業集落排水特別会計 564,102 18,800 64,823 518,079

　公共下水道特別会計 163,553 0 22,093 141,460

　浄化槽施設特別会計 28,288 0 2,005 26,283

　病院事業特別会計 1,949,716 321,100 220,945 2,049,871

　上水道特別会計 2,950,305 80,300 208,085 2,822,520

合　　　　計 30,195,723 953,126 3,402,954 27,745,895

（単位：円）

会　　計　　名 令和6年3月末現在高

一　　般　　会　　計 1,850,220,725 

特　　別　　会　　計 0 

　基金には、特定の目的のために財産を維持し、資金を積み立てるもの（積立基金）と、特定の目的のために定額の資金を運用するもの
（定額運用基金）があります。豊後大野市が設置している基金及び現在高は下表のとおりです。

会　　計　　名 前年度末現在高 令和6年3月末現在高

　一時借入金は、地方自治体の支払い資金の不足を臨時に賄うために、その年度内に償還する条件で借り入れる借入金のことです。

市債は、公共施設の建設など、市が一度に多額の出費を必要とする場合に県の同意を得て借り入れる長期の借入金のことです。一度に多
額の出費を必要とする事業の財源確保を図るとともに、その返済を元利償還という形で長期間分割することにより、市の財政負担を平準化
し、世代間の住民負担を公平にするという役割も果たしています。主な事業としては、道路、学校などの公共施設の建設事業や、突発的に
発生した災害復旧事業などがあげられます。
　会計別の地方債残高は下表のとおりです。

基金の状況

地方債残高の状況

一時借入金の状況


